



















































































































































年代 人数 Mean SD P値
高校生 468 19.8 2.3 
0.000 
大学生 103 19.9 2.0 
20歳代 23 18.8 4.8 
30歳代 66 20.9 3.4 
40歳代 137 21.6 2.7 
50歳代 179 22.0 3.3 
60歳代 163 22.6 3.3 
70歳代以上 84 21.6 4.4 
全対象者 1223 20.9 3.1 
肥満スコア
χ2-検定
年代 やせ 普通 肥満
高校生 24.1% 75.0% 0.9%
0.000
大学生 23.3% 75.7% 1.0%
20歳代 31.8% 63.6% 4.5%
30歳代 21.2% 68.2% 10.6%
40歳代 10.2% 78.1% 11.7%
50歳代 7.3% 79.8% 12.9%
60歳代 4.9% 74.2% 20.9%
70歳代以上 9.8% 75.6% 14.6%
全対象者 16.5% 75.5% 8.0%
【カテゴリーの区分】




















































項目 　 １日１回以上 週３～５回 週３回未満 χ2-検定
高校生 9.8% 47.4% 42.8%
0.036 魚 大学生 7.4% 37.8% 54.8%
　 全対象者 9.4% 45.8% 44.7%
高校生 22.1% 31.2% 46.6%
0.000 果物 大学生 11.9% 23.0% 65.2%






























































項目 　 欠食あり 欠食なし χ2-検定
高校生 19.3% 80.7%
0.002 朝食 大学生 31.9% 68.1%
　 全対象者 21.3% 78.7%
高校生 15.5% 84.5%
0.024 昼・夕食 大学生 23.7% 76.3%





項目 　 大いにある ややある 殆どない χ2-検定
高校生 9.3% 26.2% 64.5%
0.039 偏食 大学生 15.6% 29.6% 54.8%
　 全対象者 10.3% 26.8% 62.9%
よく考える 時々 あまり
　食品の組合せ 高校生 13.7% 48.1% 38.2%
0.000 を考える 大学生 28.9% 53.3% 17.8%
　 全対象者 16.1% 48.9% 34.9%
殆ど毎日 週３～５ 週１～２未満
家族との夕食 高校生 35.0% 26.1% 38.9%
0.000 大学生 11.9% 19.3% 68.9%
　 全対象者 31.2% 25.0% 43.8%
規則的 時々 不規則
食事時間 高校生 37.2% 50.5% 12.3%
0.000 大学生 17.8% 60.7% 21.5%
　 全対象者 34.1% 52.2% 13.8%
人数
バランススコア＊1 食生態スコア＊2 カルシウムスコア＊3 野菜スコア＊4
年代 Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD
高校生 701 13.0 4.6 0.1 3.3 2.9 2.2 2.7 1.9 
大学生 135 12.0 4.3 －0.8 3.4 2.9 1.8 2.6 2.0 
20歳代 24 13.6 5.1 1.1 3.2 3.9 2.6 3.5 2.1 
30歳代 68 13.7 4.6 2.5 3.7 4.2 2.3 3.3 2.2 
40歳代 146 15.3 5.0 3.3 3.2 4.6 2.6 4.0 2.3 
50歳代 186 15.7 4.5 3.9 3.0 4.8 2.6 4.5 2.3 
60歳代 172 16.5 4.2 4.5 3.1 5.6 2.6 4.8 2.1 
70歳代以上 89 16.8 4.2 5.0 2.5 6.2 2.9 5.1 1.9 
全対象者 1521 14.1 4.8 1.7 3.8 3.9 2.6 3.4 2.3 






















































高校生 19.4% 56.9% 23.7%
大学生 31.9% 50.4% 17.8%
20歳代 33.3% 41.7% 25.0%
30歳代 16.2% 55.9% 27.9%
40歳代 6.8% 53.4% 39.7%
50歳代 4.3% 53.8% 41.9%
60歳代 7.6% 43.0% 49.4%
70歳代以上 4.5% 42.7% 52.8%
全対象者 15.3% 52.9% 31.8%
χ2-検定 0.000 
高校生と大学生
　との比較
χ2-検定
0.005
＊1　 最も代表的な朝食の組合せを10品の中から選択させ、主食、主菜、副菜の組合せ状況から３つ
のカテゴリーに分類
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33.7％、32.5％であるのに対して、本研究の対
象者はそれぞれ、11.7％、12.9％と低い。しかし、
高校生においても主に食物関連への進学を希望
する者、また、大学生においても食教育の取り
組みに自ら参加した者であり、少なくとも食へ
の興味はある者であると思われる。また、本研
究が高校生期の食生活の実態を明らかにするこ
と、高校生と大学生期の食生活を比較すること
を目的としているため、本研究の対象者に取り
入れることに問題はないと判断した。ただ、対
象者の高校生は主に食物関連の進学を希望する
者が多いため、同年代と比較し、食に興味を持
っている者が多い点で留意する必要がある。
２）高校生期の食生活及び生活習慣の現状
　BMIを算出するための体重と身長について
は、アンケート用紙への記述を自由とした。
　表１と表２を比較すると、体重と身長を記入
した者は大学生76％、その他の年代90％以上で
あるのに対して、高校生は67％と最も少なかっ
た。また、女子高校生を対象とした堀上らによ
ると肥満と判定された生徒５％であったが、自
ら肥満と判定した生徒は63％と高いことが報
告5）されている。これらのことから、高校生期
は体型について間違った認識をし、特に自分の
身長や体重について気にする年代であることが
考えられた。
　食品の摂取頻度については、高校生を含む若
年層は様々な食品において、他の年代に比べ毎
日摂取する割合が低い一方で、卵、肉類及び油
料理については毎日摂取する割合が高かった。
さらに高校生は若年層の中でも、これらの食品
の摂取頻度が最も高い特徴がみられた。平成20
年国民栄養健康調査6）によると肉類、卵類、油
脂類ともに15 － 19歳で最も摂取量が高いこと
が報告されており、本研究結果と一致する。
　食生活を評価するバランススコアや食生態ス
コア、カルシウムスコア及び野菜スコアにおい
て、他の年代と比較し、好ましい値ではなかっ
た。この傾向は、高校生、大学生及び20歳代と
いった若年層全般にみられる傾向であった。そ
の中でも高校生が特に他の年代と比較し、最も
低い値を示した項目には、「食品の組合せをよ
く考える」、「夕食を腹八分目」、「塩分や糖分の
摂りすぎにいつも気をつける」など日常におけ
る食への心配りを示す項目であった。高校生を
対象とした乾らの調査7）によると、食事をバラ
ンスよく食べようと心掛けている者は36.8％と
低く、食品や栄養への興味関心が少ないと報告
されており、本研究でも同様の傾向がみられ、
高校生期は若年層の中でも特に食や健康への関
心が最も低い年代であることが考えられる
３）高校生期と大学生期との比較検討
　食品の摂取頻度では他の年代と比較し、高校
生と大学生は肉、卵、油脂類の摂取頻度が高く、
それ以外の食品の摂取頻度が低いという同様の
傾向を示した。しかし、摂取頻度が低い食品の
中でも、魚と果実は２群間で有意差がみられ、
大学生はこれらの摂取頻度が、極端に低いこと
がわかった。また、食べ方を示す各種スコアで
も高校生と大学生は他の年代と比べ低いという
同様の傾向を示したが、その中で、欠食、偏食、
家族との夕食、食事時間といった生活習慣が影
響する項目において、大学生が有意に好ましく
ない状況であった。しかし、「食品の組合せを
考える」においては高校生の方が有意に好まし
くない状況であった。すなわち、高校生は大学
生と比較し、本人の食や健康への関心は低いが、
欠食や家族との夕食、食事時間など食べ方は良
いといえる。これは、大学生と比較し、食習慣
が家庭で管理されていることが多いためと考え
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られる。
４）大学生への食教育の方法の検討
　以上のことを踏まえて、大学生への食教育を
進めるにあたって、考えられることをまとめた。
　大学生期では高校生期と比べ食習慣が悪くな
ることは確かであるが、食への心配りや関心は
高まっているといえる。しかし、高校生期より
食への心配りや関心が高まってはいるが、他の
年代に比べると低いため、食に関する理解をさ
らに深める情報を提供すると同時食を含む生活
習慣をできるだけ好ましい状態に近づける、ま
たその工夫を食教育の内容に取り入れることが
必要であると考えられる。
　具体的には媒体を単独で用いたよりも複数の
媒体を組み合わせて用いた方が理解度が高ま
り、さらに実行の可能性も高まることが報告8）
されていることから、複数の媒体を使用して情
報を提供する。また、それと同時に食を含む生
活習慣が好ましくない状態に変化したことを認
識させ、好ましい状態への変容を促すことが重
要である。しかし、生活習慣を変えることは容
易ではなく、情報を与えるだけでなく努力を支
援する環境作りが必要なことを、これまでに著
者らは報告9）しているため、このことにも配慮
が必要である。また、限られた環境の中で、調
理の工夫や料理の選び方など食生活の改善につ
ながる具体的な工夫を提示していくことも必要
である。本研究結果より、以上の点を特に考慮
し、食教育を行うことが有用であると考えられ
た。
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